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「
上
り
列
車
」
の
時
代
・
・
な
ど
「
上
り
列
車
」
は
早
野
さ
ん
が
角
栄
さ

ん
を
語
る
際
の
さ
わ
り
の
文
句
の
ひ
と
つ
。
雪
国
新
潟
で
も
東
京
と
同
じ

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
生
活
格
差
を
な
く
す
と
い
う
の
が
、
政
治
家
と
し

て
の
田
中
角
栄
の
初
心
で
あ
り
所
信
で
あ
り
、
終
生
変
わ
る
こ
と
の
な
い

執
念
だ
っ
た
。 

「
三
国
峠
を
切
り
崩
す
」 

と
力
む
と
こ
ろ
に
角
栄
さ
ん
の
面
目
躍
如
た
る
心
情
の
発
露
が
あ
っ
た
。

藤
井
座
長
も
、「
お
前
の
よ
う
な
東
京
生
ま
れ
の
東
京
育
ち
に
雪
が
わ
か
る

か
」
と
叱
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。 

昨
年
一
〇
月
に
出
版
し
た
早
野
透
著
『
田
中
角
栄
―
戦
後
日
本
の
悲
し

き
自
画
像
』（
中
公
新
書
）
が
版
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
今
回
の

タ
イ
ト
ル
を
決
め
た
と
い
う
。
安
倍
（
晋
三
）
さ
ん
が
政
権
を
と
っ
た
り
、

日
本
維
新
の
会
が
台
頭
し
た
り
と
、
わ
か
り
づ
ら
い
昨
今
の
政
治
現
象
に

遭
遇
し
て
、
田
中
角
栄
が
ど
う
い
う
政
治
家
で
あ
り
、
人
物
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
い
う
関
心
が
横
で
動
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
自

著
の
売
れ
行
き
へ
の
著
者
の
読
み
で
あ
る
。 

早
野
さ
ん
は
首
相
官
邸
の
執
務
室
の
前
に
押
し
あ
い
へ
し
あ
い
し
て
取

り
囲
ん
だ
番
記
者
（
首
相
番
）
を
し
て
以
来
そ
の
死
ま
で
、
田
中
角
栄
と

い
う
「
上
り
列
車
」
の
英
雄
を
政
治
記
者
と
し
て
み
て
き
た
。
「
客
観
的
」

で
あ
り
づ
ら
い
ほ
ど
の
至
近
距
離
で
。 

没
後
二
〇
年
の
歳
月
が
今
、
「
戦
後
日
本
政
治
の
体
現
者
」
（
新
書
の
オ

ビ
）
で
あ
る
人
物
の
多
面
的
な
理
解
を
可
能
に
し
た
。
オ
ビ
に
は
著
者
の

要
請
に
よ
る
「
戦
後
民
主
主
義
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
民
衆
の
情
を
揺
さ
ぶ

り
続
け
た
男
の
栄
光
と
蹉
跌
」
と
あ
る
。
終
幕
で
の
「
金
権
政
治
」
が
角

栄
像
を
覆
っ
て
き
た
が
、
民
主
主
義
・
金
権
政
治
・
平
和
思
想
が
今
、
多

面
的
に
田
中
角
栄
を
と
ら
え
る
フ
ァ
ク
タ
ー
だ
と
い
う
。 

「
民
主
主
羲
」
と
「
平
和
思
想
」
の
ふ
た
つ
こ
そ
、
敗
戦
で
う
ち
ひ
し
が

れ
た
自
ら
を
鼓
舞
し
、
戦
後
の
民
衆
の
心
情
を
揺
さ
ぶ
り
つ
づ
け
た
政
治

的
原
点
で
、
そ
れ
は
「
大
正
」
と
い
う
時
代
の
雪
国
越
後
の
貧
し
い
農
民

の
子
に
生
ま
れ
て
、「
二
等
兵
」
と
い
う
軍
隊
体
験
を
持
っ
た
若
い
日
の
経

歴
に
由
来
す
る
と
早
野
さ
ん
は
指
摘
す
る
。 

体
験
的
具
体
的
な
生
活
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
。 

学
歴
が
高
等
小
学
校
出
で
終
わ
っ
た
角
栄
さ
ん
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
風

土
と
戦
争
か
ら
得
た
そ
れ
ら
を
体
験
的
に
具
体
的
に
訴
え
て
、「
政
治
は
生

活
」
の
立
場
を
頑
固
に
貫
い
た
。「
抽
象
思
考
ゼ
ロ
の
体
験
主
義
者
」
と
呼

ん
だ
の
は
立
花
隆
で
あ
る
。 

戦
後
体
験
と
し
て
の
「
生
活
」
は
何
よ
り
家
族
の
魂
の
安
息
所
で
あ
る

「
住
宅
」
。
そ
し
て
「
道
路
」
。
道
路
は
天
皇
と
軍
隊
の
た
め
の
国
道
で
あ

っ
た
も
の
を
東
西
南
北
に
つ
な
げ
て
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
と
し
た
。
こ

の
系
譜
は
小
沢
一
郎
の
「
生
活
が
第
一
」
に
ま
で
つ
な
が
る
。 
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農
村
を
豊
か
に
す
る
第
二
次
産
業
の
誘
致
、
「
日
本
列
島
改
造
論
」
は
、

理
研
の
大
河
内
正
敏
の
「
農
村
工
業
」
に
体
験
的
根
っ
こ
を
持
つ
。
国
外

移
民
で
は
な
く
国
内
開
発
を
説
い
た
石
橋
湛
山
の
平
和
主
義
「
小
日
本
主

義
」
と
通
ず
る
「
農
村
工
業
」
を
実
践
し
た
大
河
内
は
、
一
九
三
二
年
に

角
栄
の
地
元
柏
崎
に
拠
点
「
柏
崎
工
場
」
を
つ
く
っ
て
い
る
。 

「
戦
争
」
に
つ
い
て
は
、
満
州
の
戦
場
で
「
二
等
兵
」
と
し
て
殴
ら
れ
た

話
ば
か
り
で
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
も
、
満
州
に
派
遣
さ
れ
た
の
に
「
五
族

協
和
」
も
決
し
て
口
に
し
な
か
っ
た
。 

曲
折
の
末
に
「
上
り
列
車
」
の
終
着
駅
、
田
中
首
相
が
誕
生
し
た
の
は
、

一
九
七
二
年
七
月
七
日
。
戦
後
三
〇
年
近
く
を
経
過
し
た
自
民
党
政
治
は

劣
化
し
て
官
僚
主
導
と
金
権
政
治
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
大
き
く
関

与
し
た
ま
ま
「
平
和
」
へ
の
一
大
セ
レ
モ
ニ
ー
と
な
っ
た
日
中
国
交
正
常

化
で
華
や
か
に
始
ま
っ
た
政
権
は
、
二
年
半
に
し
て
「
田
中
金
脈
」
問
題

で
崩
れ
折
れ
る
よ
う
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
後
も
「
金
権
政
治
」
の
暗
部
を

明
か
す
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
の
被
告
人
と
し
て
過
ご
し
、
亡
く
な
っ
た
の
は

一
九
九
三
年
八
月
九
日
に
非
自
民
細
川
（
護
煕
）
政
権
の
成
立
し
た
年
の

瀬
の
こ
と
だ
っ
た
（
一
二
月
一
六
日
）
。
新
潟
三
区
で
の
田
中
角
栄
の
得
票

数
。
初
当
選
の
一
九
四
七
年
四
月
、
三
万
九
〇
四
三
票
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
判

決
後
で
最
後
の
一
九
八
三
年
一
〇
月
、
二
二
万
〇
七
六
一
票
。 

「
田
中
角
栄
の
平
和
思
想
」
に
つ
い
て
。 

 

田
中
角
栄
の
「
憲
法
」
に
つ
い
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
と
の
対

話
（
一
九
六
二
年
二
月
）
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
ア
メ
リ
カ
が
敗
戦

国
で
あ
る
日
本
に
押
し
付
け
た
憲
法
は
わ
が
国
に
根
付
い
て
し
ま
っ
た
。

ど
う
し
て
も
防
衛
力
を
増
や
し
て
く
れ
と
言
う
の
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

日
本
国
民
に
対
し
て
改
め
て
日
本
国
憲
法
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
一
言
あ

っ
て
し
か
る
べ
き
」
と
し
た
。
ま
た
「
九
条
」
に
つ
い
て
は
、
ロ
ベ
ー
ル
・

ギ
ラ
ン
と
の
対
談
（
一
九
七
一
年
一
月
）
で
「
憲
法
改
正
は
あ
る
の
か
」

と
問
わ
れ
て
、「
あ
る
時
期
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
戦

争
放
棄
を
う
た
っ
て
い
る
九
条
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
原

爆
の
先
例
を
受
け
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
」
と
答
え
て
い
る
。 

組
閣
に
あ
た
っ
て
の
「
国
民
へ
の
提
言
」（
私
の
十
大
基
本
政
策
・
一
九

七
二
年
六
月
）
で
も
「
②
憲
法
九
条
を
対
外
政
策
の
根
幹
に
し
、
中
華
人

民
共
和
国
と
の
国
交
回
復
を
す
み
や
か
に
実
現
し
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平

和
に
貢
献
す
る
」
と
提
案
し
て
い
る
。 

元
首
相
と
し
て
田
中
さ
ん
は
、
一
九
八
〇
年
一
一
月
の
「
自
民
党
結
党

二
五
周
年
」
の
特
別
番
組
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
で
、「
憲
法
第
九
条
は
少
な
く
と
も

日
米
安
全
保
障
条
約
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
た
め
に
膨
大
な
軍
事
費
の
支

出
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
再
建
に
専
念
し
、
平
和
な
日
本
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
述
懐
し
、
「
憲
法
改
正
」
を
急
ぐ
必
要
は
な
い
と
し
た
。 

こ
の
立
場
は
解
釈
改
憲
路
線
と
な
り
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
、
周
辺
事
態
法
、

イ
ン
ド
洋
自
衛
隊
給
油
、
イ
ラ
ク
派
遣
と
な
し
く
ず
し
に
な
っ
て
は
き
た

が
、
集
団
的
自
衛
権
を
い
う
中
曽
根
、
安
倍
憲
法
論
と
は
違
っ
た
経
緯
を

た
ど
っ
て
い
る
。
角
栄
さ
ん
が
東
京
へ
む
か
う
「
上
り
列
車
」
は
三
国
峠

を
越
え
た
あ
と
上
州
を
通
過
す
る
。
そ
こ
に
は
同
年
同
月
（
大
正
七
年
五

月
二
七
日
）
生
ま
れ
の
中
曽
根
康
弘
が
い
た
。
中
曽
根
さ
ん
は
海
軍
主
計

科
か
ら
の
中
尉
で
「
二
等
兵
」
を
避
け
て
い
る
。
角
栄
死
後
二
〇
年
、
長

寿
を
得
て
「
憲
法
改
正
」
に
執
念
を
燃
や
し
続
け
て
い
る
。 

「
二
等
兵
」
が
共
有
す
る
「
平
和
の
思
想
」
。 

早
野
さ
ん
は
こ
こ
で
、
田
中
角
栄
と
同
じ
「
二
等
兵
」
経
験
を
も
つ
「
大

正
生
ま
れ
」
の
人
物
を
そ
ろ
え
て
「
大
正
人
の
平
和
思
想
」
を
述
べ
る
。 
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田
中
角
栄
は
大
正
七
年
五
月
四
日
生
ま
れ
。
昭
和
一
三
年
、
騎
兵
二
等

兵
。
朝
鮮
で
終
戦
。 

丸
山
真
男
は
大
正
三
年
生
ま
れ
。
東
大
助
教
授
と

し
て
陸
軍
二
等
兵
で
出
兵
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
戦
後
「
超
国
家
主
義
の

論
理
と
心
理
」
を
書
い
て
戦
後
民
主
主
義
の
リ
ー
ダ
ー
に
。 

渡
辺
恒
雄

は
大
正
一
五
年
生
ま
れ
。
砲
兵
連
隊
二
等
兵
。
靖
国
神
社
参
拝
に
は
否
定

的
。 

山
中
貞
則
は
大
正
一
〇
年
生
ま
れ
。
環
境
庁
初
代
長
官
で
歌
人
。

「
永
劫
に
か
か
る
凄
惨
の
戦
ひ
を
禁
じ
て
誓
ふ
平
和
憲
法
」
と
詠
う
。 

そ
し
て
壮
年
に
達
し
た
「
大
正
生
ま
れ
」
の
男
た
ち
の
ぼ
や
き
を
綴
っ

た
「
大
正
生
ま
れ
の
歌
」
（
一
九
八
〇
年
こ
ろ
）
が
歌
わ
れ
た
。 

「
大
正
生
ま
れ
の
俺
た
ち
は
、
明
治
の
親
父
に
育
て
ら
れ
・
・
」（
大
正
生

ま
れ
は
一
九
一
二
～
一
九
二
六
年
）
。「
大
正
生
ま
れ
の
青
春
は
、
す
べ
て
戦

争
（
い
く
さ
）
の
た
だ
な
か
に
・
・
」
（
一
九
四
五
＝
昭
和
二
〇
年
に
は
三

四
～
二
〇
歳
）
。「
大
正
生
ま
れ
の
俺
た
ち
に
ゃ
、
再
建
日
本
の
大
仕
事
・
・
」

（
一
九
八
〇
年
に
は
六
八
～
五
四
歳
）
。
「
大
正
生
ま
れ
の
俺
た
ち
は
、
・
・

休
ん
じ
ゃ
な
ら
ぬ
ぞ
な
あ
お
前
」
（
二
〇
一
三
年
に
は
一
〇
一
～
八
七
歳
）
。 

 

戦
後
平
和
を
語
る
と
き
、
男
た
ち
の
ぼ
や
き
の
陰
で
銃
後
を
守
り
戦
後

世
代
を
育
て
た
妻
た
ち
の
存
在
を
見
落
と
し
て
は
な
る
ま
な
い
。 

「
こ
の
世
代
も
ほ
と
ん
ど
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
早
野
さ
ん
は
い
っ

た
が
、
こ
れ
は
一
九
四
五
年
生
ま
れ
の
早
野
さ
ん
の
早
ト
チ
リ
で
あ
る
。

三
〇
〇
万
人
余
の
方
々
が
活
躍
し
て
お
り
、
次
（
＊
参
考
）
の
よ
う
な
方

が
な
お
健
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
を
学
ぶ
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
先

達
（
大
正
人
）
を
訪
ね
て
」
学
ぶ
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。 

地
域
再
生
（
地
域
開
発
）
の
「
平
和
主
義
」
。 

最
後
に
、
早
野
さ
ん
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
敬
愛
す
る
石
橋
湛
山

の
「
小
日
本
主
義
」
を
取
り
上
げ
、
大
陸
へ
の
拡
大
よ
り
国
内
の
開
発
を

主
張
し
た
湛
山
の
系
譜
に
田
中
角
栄
を
置
い
た
。
湛
山
よ
り
は
著
書
に
詳

し
い
「
農
村
工
業
」
の
推
進
者
、
理
研
の
大
河
内
正
敏
に
つ
な
が
る
こ
と

に
触
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、『
農
的
小
日
本
主
義
の
勧
め
』
の
著
作
を
も
つ

篠
原
孝
議
員
か
ら
質
問
が
出
た
が
、
昭
和
戦
後
時
代
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
付

き
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
と
い
わ
れ
な
が
ら
国
内
開
発
に
挑
ん
だ
田
中
角
栄
の

「
日
本
列
島
改
造
」
に
、
平
成
時
代
の
冷
静
な
「
地
域
再
生
」
を
成
長
戦

略
と
し
て
置
い
て
み
る
こ
と
に
田
中
角
栄
見
直
し
の
契
機
が
あ
る
。
企
業

の
海
外
進
出
の
先
方
に
限
り
が
み
え
、
対
外
的
脅
威
が
叫
ば
れ
て
国
防
軍

が
声
高
に
い
わ
れ
る
と
き
、
地
域
再
生
（
国
内
開
発
）
に
国
民
の
関
心
を

引
き
戻
す
「
平
和
主
義
」
の
主
張
は
決
し
て
ひ
弱
で
は
な
い
。 

マ
イ
ク
を
握
っ
た
早
野
さ
ん
は
桜
美
林
大
学
で
の
講
義
と
違
っ
て
、「
角

栄
さ
ん
」
を
知
っ
て
い
る
人
が
い
る
会
場
だ
け
に
自
在
に
話
せ
る
放
出
感

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
何
よ
り
そ
こ
は
田
中
真
紀
子
さ
ん
が
属
す
る
政

党
の
会
で
あ
り
、
当
人
が
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
会
場
の
み

な
さ
ん
の
脳
裏
に
は
女
史
の
姿
が
去
来
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
真
紀

子
さ
ん
の
父
上
の
時
代
に
こ
と
だ
か
ら
、
若
い
議
員
に
は
「
近
に
近
い
現

代
史
」
の
会
で
あ
っ
た
。 

 

堀
内
正
範 

ほ
り
う
ち
・
ま
さ
の
り 

朝
日
新
聞
社
社
友 

元
『
知
恵
蔵
』
編
集
長 

「
月
刊
丈
風
」
編
集
人 

 

 
＊
参
考
・
大
正
人
の
名
簿 

 

１
９
１
５
／
大
正
４
年 

１
・
２
／
む
の
た
け
じ 

１
９
１
７
／
６
年 

１
・
１
１
／
日
高
六
郎
、
１
・
１
２
／
秋
山
ち
え
子 

 

１
９
１
８
／
７

年 

５
・
４
／
田
中
角
栄
、
５
・
２
７
／
中
曽
根
康
弘 

１
９
２
０
／
９
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年 
２
・
１
２
／
山
口
淑
子
、
３
・
２
３
／
川
上
哲
治
、
５
・
９
／
森
光

子
、
５
・
３
０
／
安
岡
章
太
郎
、
１
２
・
２
４
／
阿
川
弘
之 

１
９
２
２

／
１
１
年 
５
・
１
５
／
瀬
戸
内
寂
聴
、
６
・
１
８
／
Ｄ
・
キ
ー
ン
、
９
・

１
２
内
海
桂
子 

１
９
２
３
／
１
２
年 

１
・
１
０
／
松
山
樹
子
、
１
・

２
０
／
三
國
連
太
郎
、
４
・
１
９
／
千
宗
室
、
５
・
２
４
／
鈴
木
清
順
、

６
・
１
２
／
竹
内
実
、
９
・
３
０
／
下
河
辺
淳
、
１
１
・
５
／
佐
藤
愛
子 

１
９
２
４
／
１
３
年 

１
・
２
／
河
合
雅
雄
、
１
・
１
５
／
倉
嶋
厚
、
１
・

１
６
／
京
極
純
一
、
２
・
８
／
久
米
明
、
２
・
１
８
／
陳
舜
臣
、
３
・
３

／
村
山
富
市
、
３
・
２
５
／
京
マ
チ
子
、
４
・
５
／
金
森
久
雄
、
４
・
３

０
／
伊
藤
雅
俊
、
５
・
１
１
／
田
中
光
常
、
６
・
２
５
／
丹
阿
彌
谷
津
子
、

１
１
・
１
４
／
鈴
木
登
紀
子
、
１
１
・
２
５
／
吉
本
隆
明 

１
９
２
５
／

１
４
年 

１
・
２
２
／
清
水
司
、
１
・
２
３
／
木
下
東
一
郎
、
２
・
２
７

／
豊
田
章
一
郎
、
３
・
１
２
／
江
崎
玲
於
奈
、
３
・
１
５
／
原
寿
雄
、
３
・

１
７
／
小
尾
信
弥
、
３
・
２
０
／
梅
原
猛
、
３
・
３
１
／
永
井
路
子
、
４
・

６
／
桂
米
丸
、
４
・
２
５
／
富
永
一
朗
、
４
・
２
７
／
木
村
明
生
、
５
・

１
０
／
橋
田
壽
賀
子
、
６
・
１
２
／
大
田
昌
秀
、
６
・
２
６
／
杉
本
苑
子
、 

６
・
２
８
／
大
関
早
苗
、
７
・
２
３
／
色
川
大
吉
、
８
・
２
１
／
篠
原
一
、

８
・
２
７
丸
谷
才
一
、
９
・
１
７
／
杉
下
茂
、
９
・
１
９
／
岡
田
卓
也
、

１
０
・
２
０
／
野
中
広
務
、
１
１
・
６
／
桂
米
朝
、
１
１
・
２
７
／
鎮
目

恭
夫 

１
９
２
６
／
１
５
年
（
～
１
２
月
２
５
日
） 

１
・
８
／
森
英
恵
、

１
・
１
２
／
三
浦
朱
門
、
２
・
１
５
／
松
谷
み
よ
子
、
２
・
２
５
／
多
湖

輝
、
３
・
１
５
／
辻
久
子
、
３
・
２
０
／
安
野
光
雅
、
４
・
１
７
／
小
川

宏
、
４
・
３
０
／
河
野
多
恵
子
、
５
・
３
０
／
渡
辺
恒
雄
、
９
・
１
／
石

井
ふ
く
子
、
９
・
１
９
／
小
柴
昌
俊
、
１
１
・
２
２
／
大
塚
初
重
、
１
１
・

３
０
／
中
根
千
枝
さ
ん
の
み
な
さ
ん
。 


